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DMBoK2  1５.1 イントロ データマネジメント成熟度アセスメント とは？ －コンテキスト図

定義： ・データマネジメントの現状と組織へのその影響を特徴付けるために、組織内でのデータの取扱いに関しての実施状況を
ランク付けする手法

目標： 1.組織横断的に、重要なデータマネジメント活動を、幅広い形で見つけ出し評価をすること
2.データマネジメントの習慣や概念、原則をステークホルダーに教育し、同時にデータの生成者やマネージャとしてより広い

コンテキストで、関係者の役割と責任を識別すること
3.運用と戦略的な目標を支援するために、維持可能な企業ワイドのデータマネジメントプログラムを確立し強化すること

ビジネスドライバビジネスドライバ

【入力】

・ビジネス戦略と目標
・文化およびリスク許容度
・成熟度フレームワークおよび

DAMA-DMBOK
・ポリシー、プロセス、標準、

業務運用モデル
・ベンチマーク

【アクティビティ】 【出力】

・レート付けとランク
・成熟度ベースライン
・レディネス診断
・リスク診断
・スタッフ化能力
・投資および出力結果選択肢
・推奨事項
・ロードマップ
・エグゼクティブ向け要旨

・データ管理成熟度フレームワーク選定
・コミュニティ関与
・DAMA-DMBOK
・既存ベンチマーク

【技術】
・DMMAレート（ローカルと全体）
・リソース利用状況
・リスク評価
・浪費状況管理

【評価尺度】

・データ管理成熟度フレームワーク
・コミニュケーション計画
・コラボツール
・ナレッジ管理とメタデータリポジトリ

【ツール】

※ (P) プランニング, (C) コントロール, (D)開発, (O) オペレーション出典：DMBOK 2nd.  P.533 を元に中岡訳

・経営者
・データスチュワード
・データ管理役員
・ビジネス領域専門家(SME)
・従業員

【供給者】
・CDO/CIO
・執行役員
・DM役員およびデータガバナンス本体
・データガバナンスオフィス
・成熟度診断担当者

【関与者】
・経営者
・監査/コンプライアンス
・規制担当者
・データスチュワード
・データガバナンス本体
・組織内推進グループ

【利用者/消費者】

技術的ドライバ技術的ドライバ

1. 診断評価活動計画 (P) ※
1. スコープとアプローチの確立
2. コミニュケーション計画

2. 成熟度アセスメント実行 (C)
1. 情報収集
2. アセスメント実施
3. 結果の解釈

3. 推奨事項の開発 (D)
4. 改善に向けた目標プログラム作成

(P)
5. 成熟度評価の再実施 (C)

・データプロファイ
リングツール

・従業員

・DMMA入力
・変更評価
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DM歩き方MAP2で表現する「知識領域間」の直接的な参照関連図
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各章間の参照関連を通じたデータマネジメント成熟度の位置付け（図で矢印線の太さは、参照関係の強さを表す）。

2020/2/10

【表説明】 ・上側項目から、左側（横）項目への
説明参照がある個数を示す。

（自身の章内での参照は含まない）
・この方向性は、CMBOK2知識領域が、
どの他の知識領域に関連性
があるかを表現する。

15章 成熟度
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【補足】DMBoK2 各章間の参照関係強度を元にした3次元配置図（参考）
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時間に余裕
があれば、
動画で紹介

（1）X-軸 負方向から原点方面を見る （2）Y-軸 正（上）方向から原点方面を見る

X-軸

Y
|
軸

Eyes
Wide
Open

【参考情報】 Dama Japanブログ記事（2021年8月1日投稿済）
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https://dama.data-gene.com/

備考： 本内容は、以下の「游悠レポートサイト」でも見ることができる。（レポート番号： 2021-005）

https://report.infolabyouyou.com/
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【ポイント】成熟度アセスメント実施の目的を明確にすること
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2020/6/16

図出典： What Am I Doing Wrong ? (or Right !) Using Capability and Maturity Assessments to Build Your Enterprise Data Management Roadmap, EDW2020 Video, David Kowalski
を参考に整理

・アセスメントをする目的が何であるか？
利用目的を明確にする

現状を理解する
DM実行に際し、今後への道筋を立てる
ベンチマーク的な利用

①標準的な考え方
に準拠

・業界標準モデ
ル（フレームワー
ク）利用により、
アセスメント（査
定）内容に客観
性を持たせる
（例：DMプログラ

ム予算化を可能
にする道具立て）

②DM環境に関し、

競争上で不利な点
を認識

・業界他社と比較
して、どのような
ことをすべきか

比較的短期間に
認知する手段と
する

・自社のＤＭ実践
を向上させること
で、市場投入へ
の時間を改善で
きる機会とする

③自分達のデータ
管理をする為に適
した行動を探る

・他の方法では簡
単に見逃してしま
いがちな領域を、
成熟度評価で明
らかにする

・ビジネスゴール
や目的を効果的
に支援するDM実
践を達成する

④自分たちがどれ
だけうまく連携でき
ているか確認

・ボトルネックを識別
／除去する箇所を見
出す

・最も効果を生むグ
ループ横断的伝達経
路を見出す

・組織部分的に成熟
度を改善すると全体
的成熟度がどれだけ
上がるか

メリット/期待効果

・強み／弱みに関して、
思い込みの無い視点
を提供

・自分達のデータが、
リスクを生んでいるか
どうか判断できる

・自分達の持つDM能

力とギャップ認識の
ベースライン獲得

・自分達の知識の集
積（データ）が、力を
生む最善方法を判定

【目標】
－ある程度の客観性を持たせる
－ツールとして利用
－大局的視点を得るための手段

【何でないか（誤解を意識する）】
・実行のためのマニュアル作りではない
－細かな実行プロセスを定義するのは

現場の責任／役割
（そして、これを実行しなければ困るのは、
自分たちということを理解）
← 時間軸、ライフサイクルを含む

－スポンサ/経営者は資源ロスに関して
責任を取る立場（現実と乖離するにせよ）
・管理→ガバナンス
→ 継続的な実効性確保
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主な既存標準的データマネジメント成熟度モデル（フレームワーク）の種類
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No. 種類（名称） 概要説明

1 CMMIデータマネジメント
成熟度モデル（DMM）
Ver.1.1が最新

・複雑度が高い（400を越える判定要素を備え、多数の副次的要素を持つ）
・Capability(機能/能力)よりもMaturity(成熟性)判定に重きがある
・評価基準は敷居が高く、実施にかなり手間がかかる
・DMMの内容説明資料は有償。項目一覧の簡易資料日本語版が無償公開されている(pdf)。
但し一部翻訳誤りがある点に注意が必要。

2 EDM協議会DCAM
(Enterprise Data Management 
Council Data Management 
Capability Assessment Model)
Ver.2.2が最新

・CMMI/DMMと比較して手間を少なくしつつ詳細化している（107の副次的要素から成る（V.2.1）
・実務的な経験有無により、かなり結果が影響される可能性がある
・MaturityよりもCapabilityに重きがある。1と比較すると実施手間は比較的少ない

3 IBMデータガバナンス評
議会成熟度モデル

・データガバナンスに重点がある (※)

・統制的な見方を通して、他のデータマネジメント機能/能力要素を考えている

4 スタンフォード・データガ
バナンス成熟度モデル

・データガバナンスに重点がある。スタンフォード大学で開発
・基本的には他のモデルの混合（特に、CMMIとIBMモデル）

5 ガートナーのエンタープラ
イズ・インフォメーションマ
ネジメント成熟度モデル

・Gartner会員向けに提供、非会員にとっては、相対的に情報が少ない (※)

・一般的な領域は、CMMI/DMMとDCAMに類似している。情報ガバナンスに重点がある
・Infonomics(2018,Douglas B.Laney(Gartner Inc.) Chapter5, Appendix A に概要説明がある

6 Dama DMBoK（第2版） ・能力成熟度アセスメントモデルというよりは、機能/能力（Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）に関する枠組みという要
素が強い(網羅的・解説的と捉えると分かりやすい)
・これを元に実施しようとすると、査定項目や判定基準を利用者側で準備する必要がある

出典： What Am I Doing Wrong ? (or Right !) Using Capability and Maturity Assessments to Build Your Enterprise Data Management Roadmap, EDW2020 Video, David Kowalski
内容に補足説明を加えた。

※ 別途資料で簡単に紹介する

●広く認知されているDM成熟度フレームワークを中心に概説する（データ品質成熟度分野では、更に他にも知られているモデルがある）
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出典： Data crossroads 社資料より https://datacrossroads.nl/dm-maturity-comparative-study/    ・・・DCAMは、V1.2またはV2.1(2019)で説明されている。 9

【参考】 様々な成熟度フレームワークでカバーする主領域の整理（例） ・・・ （領域の括りは必ずしも統一されたものでない点に注意）
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DM成熟度モデルの比較について ・・・ サブジェクトドメイン他
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・DM成熟度比較の第一の構成要素： 成熟度レベルの数、および名称
－DAMAおよびDCAMモデルは6つのレベルを提供（ゼロを含んだ場合）。IBMおよびスタンフォードモデルは5つのレベルを提供。

IBMとスタンフォードのモデルでは同一の名称を使用。DAMAモデルとDCAMモデルには独自のアプローチで構成される。
CMMIモデルとGartnerモデルに関する情報は明らかでない。つまりメタモデルの第1構成要素は、相互に合意されたものではない。

・DM成熟度メタモデル第二の構成要素： サブジェクトドメインとサブドメイン
－これらのドメインのタイプを検討すると、DAMAモデルでは、これは知識領域として定義される。DCAMでは、これはビジネス機能。

CMMIモデルとスタンフォードモデルはプロセスを基礎としており、IBMはコンピテンシー（ハイパフォーマーに共通して見られる行動
特性）を語っている。これらすべてのドメインタイプの定義が一致していないと、「リンゴ」と「梨」を比較しているように感じる。
－ドメインの数について（以下表を参照）。これらのドメインとサブドメインのコンテンツについては、細かく比較する必要あり。

－DMBoKとDCAM(V2.1?)についての要素比較を実施(データマネジメントのメタモデル(主要構成要素)を使用)。前ページ図参照。
詳細： https://datacrossroads.nl/2018/12/02/data-management-metamodels-damadmbok2-dcam/

結論
・利用可能なデータ管理/ガバナンス成熟度モデルはいくつかあるが、それらを比較することはほとんどできない。
・違いは、レベル、サブジェクト（サブ）ドメイン、サブジェクトドメインのディメンション、成果物の4つの成熟度メタモデルコンポーネントのそれぞれに見られる。
・成熟度を評価したい各企業は、使用するDMモデルをDM成熟度モデルと整合させる必要がある。
この成熟度モデルの状況から見ると、成熟度モデルの主要な目標の一つである、多様な企業のユニバーサルベンチマークを一つに統合することはできない。

出典： Data crossroads 社資料より https://datacrossroads.nl/dm-maturity-comparative-study/ から抜粋要約（日本語化）

(7 ※)

※前ページ図では、他との整合性を計るためか、DM Strategy と DM Business Case の2つに分けて表現されており、その場合「8」となる(DCAM V2.1？)
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【目次】
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DCAM Data Management Capability Assessment Model (V2.1)

2019年６月 １７６頁（Ver.2.1.1）

12

https://edmcouncil.org/page/aboutdcamreview

・DCAMの最新版はV2.2がリリースされている（2020年4月時点）。但しOnlineでの提供となり無料入手不可の模様
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DCAM Data Management Capability Assessment Model (V2.2) 2020年
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V2.2で追加

Eyes
Wide
Open

DCAMモデル（V2.2） 機能（ケイパビリティ）項目段階評価項目一覧
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Component（階層） サブ機能数
1.0 Data Management Strategy & Business Case 小計13

1.1 The Data Management Strategy (DMS) is Specified and Shared 5

1.2 The Data Management Business Case is Defined 5
1.3 The Data Management Vision is Defined 3

2.0 Data Management Program & Funding Model 小計28
2.1 The Data Management Program (DMP) is Established 5
2.2 The DM Funding Model has been Established, Approved, and 
Adopted by the Organization 3

2.3 The Data Management Organizational Structure is Created and 
Implemented 3

2.4 The Roadmaps for the DMP are Developed, Socialized, and 
Approved 4

2.5 Data Management Process Excellence Program is Established 3
2.6 Stakeholder Engagement is Established and Confirmed 3
2.7 Communications and Training Programs are Designed and 
Operational 3

2.8 The DMP is Measured and Evaluated Against Business 
Objectives 4

3.0 Business & Data Architecture 小計14
3.1 Data Architecture (DA) function is established 3
3.2 Business Architecture (BA) is Integrated with Data Architecture 
(DA) 4

3.3 Identify the Data 3
3.4 Define the Data 4

4.0 Data & Technology Architecture 小計10
4.1 Technology Architecture (TA) is defined in support of the data 
management initiative 5

4.2 DM Technology Tool Stack is Identified and Governed 3
4.3 Operational Risk Planning is in Place 2

Component（階層） サブ機能数
5.0 Data Quality Management 小計12

5.1 Data Quality Management (DQM) is Established 4
5.2 Data is Profiled and Measured 3
5.3 DQ Issues are Remediated 2
5.4 DQ is Monitored and Maintained 3

6.0 Data Governance 小計21
6.1 Data Governance (DG) Function is Established 4
6.2 Policy and Standards are Written and Approved 5
6.3 Govern the DM Program 4
6.4 Govern the Data Structure 2
6.5 Govern that the Data is Fit-for-Purpose 3
6.6 Govern the Data Ethics 3

7.0 Data Control Environment 小計9
7.1 Data Control Environment (DCE) is Evidenced 3
7.2 Cross-organization Control Function Collaboration 3
7.3 Data Risk is Managed 3

8.0 The Analytics Culture and Education Needs are 
Managed 小計30

注1

8.1 The Analytics Function is Established 6
8.2 Analytics is Aligned with Business and Data Management 
Strategy 4

8.3 Analytics is Aligned with Data Architecture 4
8.4 Analytics is Aligned with Data Quality 2
8.5 The Analytics Platform is Designed and Operational 5
8.6 Model Operationalization is Established 5
8.7 The Analytics Culture and Education Needs are Managed 4

サブ項目数合計： 137

●DCAMモデル（V2.2）の評価ディメンション機能項目段階の一覧を以下に示す。また機能項目の下段に位置するサブ機能数を合わせて示す。

注1 8.0のコンポーネント項目は、Ver.2.2（2020）で追加された）
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DCAMモデル（V2.1）評価尺度 ・・・ 6段階レベルで定義
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DCAMモデル資料構成（例）
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スコア評価 1.1 The Data Management Strategy (DMS) is Specified and Shared

©2021,インフオラボ游悠、All Rights Reserved 17

1.1.1 The DMS is developed, documented, 
and consolidated 

1.1.2 The DMS is aligned with 
high-level organizational objectives

1.1.3 The DMS addresses the core strategy
concepts from each DCAM component 

1.1.4 The DMS includes an established 
mechanism for approval

1.1.5 The DMS has been evaluated 
as being enforceable 

Data Management 
Strategy(DMS)
領域での評価
判定表現
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【補足】DMBoK2とDCAMモデルの比較について
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－DMBoK2とDCAMについての要素比較を実施（データマネジメントのメタモデル（主要構成要素）を使用）。以下図参照。
詳細： https://datacrossroads.nl/2018/12/02/data-management-metamodels-damadmbok2-dcam/

DAMA-DMBOK 2
DAMA-DMBOK 2 defines the metamodel of data management in the form of DAMA Knowledge Areas, represented in the DAMA Wheel form. This 
model of data management is industry agnostic. In my article ‘DAMA-DMBOK in a nutshell,’ I briefly analyzed the guide and showed a few 
challenges that you could have used their model.
DCAM（V1.2またはV2.1？）

The DCAM model is organized into eight core capabilities. This model was developed primarily for financial institutions, but, in my opinion, the 
model is actually rather generic and can be used in other industries as well.

※

※DCAM V2.1資料では、「Business & Data Architecture」と表現されている
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【補足】DMBoK2とDCAMモデルの比較について（続き）
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Comparing the DAMA-DMBOK 2 and DCAM metamodels
Conceptual differences
From my point of view, there are several conceptual differences between DAMA-DMBOK and DCAM data management models:
•The role of IT function.
DAMA-DMBOK considers data management as a part of IT, while DCAM separates data management from IT by recognizing IT as a part of a 
collaborative ecosystem.
•The building blocks of the metamodel.
DCAM describes data management as a set of business capabilities. At the same time, DAMA-DMBOK defines data management as a set of 
Knowledge Areas and uses the term ‘business function’ to specify their content.
•The scope of data management function.
If you take a closer look at the two models, you will see that some of the functions and capabilities are very similar, while others are completely 
different.
And this is just the beginning. If you dive into the DM business functions and capabilities content, you will face a lot of differences in interpretations 
and perspectives.
Differences in content: business functions and capabilities.
The figure above shows that some of the business functions/ capabilities seem to be quite similar. But is it really the case? A deeper analysis will 
show that, very often, these capabilities are only identical in their names but differ a lot when you look at their content and expected deliverables. 
Here are a few examples.
Data governance
DAMA-DMBOK 2 and DCAM have quite different opinions on the deliverables of Data Governance.
For example, the Data Management strategy, Business Case, and Program are considered deliverables of Data Governance in the DAMA-DMBOK 2 
model. DCAM considers these elements as separate capabilities.
DCAM considers data domains, critical data elements, data domain taxonomies, data classification, and requirements as data governance tasks. In 
contrast, DAMA-DMBOK 2 considers these elements of Data architecture and Data modeling.
Data architecture and Data modeling and design
The key deliverables of Data architecture as per DAMA-DMBOK 2 are data flows and data lineage. Simultaneously, Data modeling is seen as a tool 
that could specify data requirements by developing conceptual, logical, and physical data models.
At the same time, DCAM recognizes the development of these models as outcomes of Data architecture.
Furthermore, DAMA-DMBOK 2 recognizes business glossary as a deliverable of Data Governance, while DCAM sees it as a deliverable of Data 
architecture.
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【補足】DMBoKとDCAMモデルの比較について（続き）
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Conclusion
Is it a problem that different data management guides speak different languages? Of course, everyone has a right to free speech, but from my point 
of view, such difference could cause major challenges, such as:
•Unclear communication between data management professionals due to the ambiguity of the interpretations of commonly used terms
•Complications in comparing the level of maturity of data management between different companies
•Difficulty in making choices which each company needs to make while setting up data management.

The examples I have presented in this article are only a few of the major challenges I have found while comparing the two major data management 
works. There are lots of other interesting points of discussion within the two guides. Are there any striking differences or similarities between DAMA-
DMBOK 2 and DCAM that have caught your attention? Please share them in the comments section below!

References:
1.DAMA International. DAMA-DMBOK: Data Management Body of Knowledge, 2nd edition. Technics Publications, 2017.
2.EDM Council. “Data Management Capability Assessment Model, DCAM 1.2.2(※). (Assessor’s Guide)” EDM Council, 2 Dec. 2018, 
www.edmcouncil.org/dcam.
3.The Open Group. “TOGAF Version 9.1”, The Open Group Standard no. G116, 2011.

※この記述は、時期的にみて「2.1.2」だと2019年6月になる。（中岡）
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【補足1-1】アセスメント型の違い
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CMMI/DMMEDM/DCAM、DMBOK

出典： What Am I Doing Wrong ? (or Right !) Using Capability and Maturity Assessments to Build Your Enterprise Data Management Roadmap, EDW2020 Video, David Kowalski
を元に構成

2020/6/16

※(補足) Open Groupの定義によれば、能力とは、「特定の目的または結果を達成するために企業が所有または交換できる能力」であり、
役割、プロセス、情報、およびツールで構成される。

何が
できるか？

データ統制
（ガバナンス)

の計画が
あるか？

データの
繋がりを

追跡できるか？

コミュニ
ケーション

計画が
あるか？

何をして
いるか？

データ統制
（ガバナンス)
を実行して
いるか？

データの
繋がりを
記録して
いるか？

実際的な
コミュニケー
ション組織を

備えているか？

能力(※)/機能を問う
(Capability)

成熟性（実行状況）を問う
(Maturity)
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【補足1-2】アセスメントサーベイの評価体系
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出典： What Am I Doing Wrong ? (or Right !) Using Capability and Maturity Assessments to Build Your Enterprise Data Management Roadmap, EDW2020 Video, David Kowalski
を元に構成し、DMBoK2の内容を追記

2020/6/16

(補足1)
・DMMでは、同一レベル

での評価項目を全て満た
した場合に、このレベルを
クリアしたものとする

(0) 「定義なし」
・DMMでは、このﾚﾍﾞﾙを
実際的に定義していない

1.初期状態
・ﾌﾟﾛｾｽが予測できない
ほとんど統制されておらず
反応的である

2.反復可能
・ﾌﾟﾛｾｽが特定のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに
よって特徴付けられる

3.定義された
・組織の方法論により
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがﾌﾟﾛｾｽを運営する

4.管理された
・ﾌﾟﾛｾｽが計測されており
統制されている

5.最適化している
・ﾌﾟﾛｾｽの改善に
焦点がある

段階/ステップ

1 – 開始されていない
・個別のデータマネジメント

2 – 概念レベル
・初期の計画アクティビティ

3 – 開発途上
・展開途中(初期の議論状態)

4 – 定義された
・実施能力/機能が確立され、
利害関係者に承認される

5 – 達成された
・実施能力/機能が適用され、
ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽが守られる

6 – 強化された
・実施能力/機能が
全体として実務に統合
される

適用の広がり/幅DCAM

DMM

5.最適化状態4.管理状態3.定義実施2.反復可能1.初期/
場当り的

0. 能力不在
(補足的に定義)

DMBoK2
(補足2)
・DMBoK2でのレベル説明
は後述資料を参照

Eyes
Wide
Open

【補足1-3】アセスメント実行の流れ
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・焦点の領域に最も近いモデルを選択する
・必要な詳細レベルを決定する（機能、サブ機能など）
・参加者の適切なグループを選択する

-評価内容
-評価基準
-格付けスケール

-上級管理職、部門長、その他の主要な担当者が、通常、直接面談対象。
-サポートスタッフは、ある種のオンライン調査を通じて回答する可能性が

高くなる
-証拠となる生成物が評価の範囲内にある場合、通常、それらが収集される

対象である

-結果を収集、分析、およびレポート用に要約する
-オプションにより、結果は、ビジネスドライバー、解決

の難しい箇所、問題点、その他の問題や懸念と比較
される

-報告されたスコアの不一致を調整
-鍵となる調査結果を強調する
-次のステップについて話し合う
-オプションで正式なロードマップを

作成する

適用するモ
デルの選択
適用するモ
デルの選択

教育
実施
教育
実施

サーベイ実
施と対象物

の収集

サーベイ実
施と対象物

の収集

集計および
要約

集計および
要約

利害関係者
とのレビュー
利害関係者
とのレビュー

出典： What Am I Doing Wrong ? (or Right !) Using Capability and Maturity Assessments to Build Your Enterprise Data Management Roadmap, EDW2020 Video, David Kowalski
を元に構成

2020/6/16
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【補足1-4】本来のアセスメント実施の流れと実施形式 2020/6/16

出典： What Am I Doing Wrong ? (or Right !) Using Capability and Maturity Assessments to Build Your Enterprise Data Management Roadmap, EDW2020 Video, David Kowalski
を元に構成

スコープ

データ 個別特性の詳細 関係者

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

ｻｰﾍﾞｲ

生成物

認識状況

証拠

具体性

経営者
ﾏﾈｰｼﾞｬ

実施担当

機能

部門

関係者
教育

回答
収集

関連文書
収集

集計
解析/
分析

報告書

企業
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【補足1-5】 アセスメント・サーベイの様子
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出典： What Am I Doing Wrong ? (or Right !) Using Capability and Maturity Assessments to Build Your Enterprise Data Management Roadmap, EDW2020 Video, David Kowalski
を元に構成（一部追記）

データ
ﾃﾞｰﾀとｼ
ｽﾃﾑ設計

ﾃｸﾉﾛｼﾞ
ﾃﾞｰﾀ

ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ

ﾃﾞｰﾀ
品質

ｾｷｭﾘﾃｨ
関連ｹｲﾊﾟ

ﾋﾞﾘﾃｨ

ポリシーと標準が作成され、完全である
1)これまでのところ明確な基準がない
2)ポリシーと標準はないが、ニーズは認識され、開発につ
いて議論されている
3)ポリシーと標準が開発されている
4)ポリシーと標準が定義されている
5)ポリシーと標準が確立されている
6)ポリシーと標準は、継続的な改善ルーチンを使用して、
通常の業務の一環として確立される

ﾃﾞｰﾀﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
戦略とﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｹｰｽ

ﾃﾞｰﾀﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑと予算
ﾓﾃﾞﾙ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

およびﾃﾞｰﾀｱｰ
ｷﾃｸﾁｬ

ﾃﾞｰﾀおよび
技術ｱｰｷﾃｸﾁｬ

ﾃﾞｰﾀ品質管理

ﾃﾞｰﾀ
ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ

ﾃﾞｰﾀ統制環境

ﾃﾞｰﾀｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ戦略と

ｱﾌﾟﾛｰﾁが定義され
適用されている

ﾎﾟﾘｼｰと標準が規定
され承認済み

DMﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで統制
する

ﾃﾞｰﾀ構造を統制
する

ﾃﾞｰﾀが目的に合致
するように統制する

ﾃﾞｰﾀ倫理統制を
行う

ﾎﾟﾘｼｰと標準が
作成され、完全
である

ﾎﾟﾘｼｰと標準がﾚ
ﾋﾞｭｰされ組織利
害関係者承認済

ﾎﾟﾘｼｰと標準がﾚ
ﾋﾞｭｰされｶﾞﾊﾞﾅﾝ
ｽ本体で承認済

ﾎﾟﾘｼｰと標準が
強制力を以て実
施でき監査可能

である

ﾎﾟﾘｼｰと標準が
組織全体的な

統制機能と整合
している

DCAMドメイン 6.1
をベースに説明

DCAM
1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

6.1.1～6.1.5

2020/6/16
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【補足1-6】ロードマップ作成の考え方（１）
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ビジョンビジョン
アセス
メント
結果

アセス
メント
結果

戦略と

ギャップ
認識

戦略と

ギャップ
認識

アセス
メント
結果

アセス
メント
結果

担当者
起点の

弱み認識

担当者
起点の

弱み認識

利害
関係者
レビュー

利害
関係者
レビュー

優先度
付け

優先度
付け

未達成事項
とギャップ

未達成事項
とギャップ

優先度
付け

優先度
付け

ロード
マップ
ロード
マップ

出典： What Am I Doing Wrong ? (or Right !) Using Capability and Maturity Assessments to Build Your Enterprise Data Management Roadmap, EDW2020 Video, David Kowalski
を元に構成

2020/6/16
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【補足1-7】ロードマップ作成の考え方（２）
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出典： What Am I Doing Wrong ? (or Right !) Using Capability and Maturity Assessments to Build Your Enterprise Data Management Roadmap, EDW2020 Video, David Kowalski
を元に構成

2020/6/16

ロードマップロードマップ
データマネジメント

戦略
データマネジメント

戦略
優先度および命題優先度および命題

ギャップ分析ギャップ分析

ビジネスデータ要望への
サポート

ビジネスデータ要望への
サポート

直近のアーキテクチャ
影響性

直近のアーキテクチャ
影響性

進行しているプロジェクトの
分析

進行しているプロジェクトの
分析

ビジネスデータレベル
での視点

ビジネスデータレベル
での視点

Capability/Maturityアセス
メント(再実行可能なデザイン)
Capability/Maturityアセス
メント(再実行可能なデザイン)

データマネジメント取組
みに対する自社の

ビジョンステートメント

データマネジメント取組
みに対する自社の

ビジョンステートメント

現状、及び計画に沿った活動事項現状、及び計画に沿った活動事項

例： XYZ 社は、一貫性が
あり、安全で、高品質のデ
ータを企業内に提供しなが
ら、個々の事業部門が適切
と思われる方法でデータを
管理できるようにする統一
されたデータ管理ポリシー
を持つ。
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1. データマネジメント成熟度アセスメントの概要とモデル比較

2. エンタープライズ・データマネジメント協議会（EDC） DCAM概要

3. CMMI DMM（V1.1） 概要

4. Dama DMBoK2 での成熟度モデル適用考え方（概要）

5. Abu Dhabi データマネジメント標準への成熟度モデル適用を考察してみる

6. データモデル成熟度評価の例（Hobermanによるモデル）

7. 補足情報 Gartner EIM、IBM Data Governance成熟度モデル
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CMMI Model Portfolio
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⇒ CMMI DMM ５つ目のモデル

HR

Sales/Service

Supply Chain

Development

http://cmmiinstitute.com/
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CMMI Data Management Maturity (DMM) Model 
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https://cmmiinstitute.dpdcart.com/

-Data Management Maturity Model V1.0 - For Individual Use ： $100.00
-Enterprise License  10-25 Users-$1,000, 26-75 Users- $2,000, 76+ Users $3,000
-White Paper: Why is Measurement of Data Management Maturity Important: Free

Ver.1.0
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CMMI Data Management Maturity (DMM) Model Ver.1.1
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・Ver.1.1に関して、早わかりとして、成熟度評価項目の日本語資料(pdf)が発行されている

・Ver.1.1（2019年時点）
－Ver1.0からの若干の項目変更・追加あり
【注意点】

・英語版と比較すると、一部翻訳の誤りがある
・変更された項目で、表現の重複と考えられる
ものがある（日本語版、英語版共通）

－解説が記載されている本編版は、以下サイト
から有償で入手する

日本語版（60ページ）： 以下URLから入手可能（pdf） （英語版、中国語版（簡体字）もある）
https://cmmiinstitute.com/getattachment/e6728303-378e-472c-82fe-77371e66b6f9/attachment.aspx

https://cmmiinstitute.com/store/data-
management-maturity-(dmm)-(1)
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CMMI DMM カテゴリ・ドメイン構成 （Ver.1.0、1.1）
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・エンタープライズ・データマネジメントでの５つのDMカテゴリ
－各カテゴリに属する具体的な 20 + 5 のプロセスエリアを、以降で説明

①データマネジメント戦略

③データ
品質

④プラット
フォーム

とアーキテクチャ

②データ
ガバナンス

⑤データ
オペレーション

⑥サポートプロセス
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CMMI/DMM 1.1 各プロセス領域説明の構成
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5カテゴリに加えて１組のプロセス実行サポート群（計6カテゴリ）

CMMIをベースにした各プロセス領域
実践に必要とされる模範活動〔p.6〕
（レベル１から３に関して説明）

「DMカテゴリに属する20のプロセス領域」と「サポート群に属
する5つのプロセス」（計25プロセス） 各プロセスは独立〔p.8〕

このように仮定した方が

考えやすい。複数件の成
熟度判定結果から項目間
の相関度合いを検討する
方が妥当かもしれない。

2019/4/8補足
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CMMI/DMM 1.1 プロセスエリア概要(1)
①データマネジメント戦略（Data Management Strategy）
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① Data Management Strategy（データマネジメント戦略）

No. プロセス名 概要説明

1 Data Management Strategy
（データマネジメント戦略）

データマネジメント・プログラムに対する、目標、目的、原則、ビ
ジネス価値、優先順位付け、測定基準、およびシーケンス計画

2 Communications
（コミュニケーション）

データ管理イニシアチブのためのコミュニケーション戦略。
そしてメカニズム、ビジネス、ITそしてデータ管理関係者が双方
向のフィードバックによる連携により整合的なものとする

3 Data Management Function
（データマネジメント機能）

データ管理組織の構成、責任と説明責任、相互作用モデル、
データ管理リソースの人員配置、経営者による監視など

4 Business Case
（ビジネスケース）

組織への利益と財務上の考慮事項に基づいて、どのデータ管
理イニシアチブが予算化されるべきかを決定するための意思
決定の理論付け

5 Program Funding 
（プログラム予算化）

イニシアティブ、オペレーションや財務的尺度に基づく、
データ管理プログラムのための正当化された資金提供

CMMI/DMM 1.0の各プロセスエリア説明概要を要約した
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CMMI/DMM 1.1 プロセスエリア概要(2)
②データガバナンス および ③データ品質
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② Data Governance （データガバナンス）

No. プロセス名 概要説明

1 Governance Management 
（ガバナンスマネジメント）

データガバナンスの構造、ガバナンスプロセスとリー
ダーシップ、メトリクスの開発と監視

2 Business Glossary 
（ビジネス用語集）

用語、定義、およびプロパティについての作成、変更管
理、およびコンプライアンス

3 Metadata Management 
（メタデータ管理）

ビジネス、技術、プロセス、および運用のメタデータの

戦略、分類、取得、統合、およびアクセス可能性に関す
る事項

③ Data Quality （データ品質）

No. プロセス名 概要説明

1 Data Quality Strategy 
（データ品質戦略）

ビジネス目標と影響に合わせた、データ品質プログラム
の計画と取り組み

2 Data Profiling 
（データプロファイリング）

意味と欠陥の検出のための物理データストア内の意味
データ内容の分析

3 Data Quality Assessment 
（データ品質査定）

データ品質、ビジネスルール、既知の問題の分析、影響
とコストの評価と改善

4 Data Cleansing 
（データクレンジング）

データを整理するメカニズム、報告、影響分析とコスト分
析による修正のためのデータ問題の分析と追跡

データガバナンスの主3機能
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CMMI/DMM 1.1 プロセスエリア概要(3)
④データオペレーション および ⑤プラットフォームとア－キテクチャ
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④ Data Operations （データオペレーション）

No. プロセス名 概要説明

1 Data Requirements Definition
（データ要件定義）

データ要件の開発、優先順位付け、評価、検証のため
のプロセスと標準

2 Data Lifecycle Management
（データライフサイクル管理）

意味と欠陥の検出のための物理データストア内の意
味データ内容の分析

3 Provider Management
（プロバイダ管理）

データ調達プロセス、SLA、および社内外の情報源から
のデータ供給の管理についての標準化

⑤ Platform & Architecture （プラットフォームとアーキテクチャ）

No. プロセス名 概要説明

1 Architectural Approach
（アーキテクチャアプローチ）

アーキテクチャ戦略、フレームワーク、実装計画のため
の標準

2 Architectural Standards
（アーキテクチャ標準）

表現、アクセス、および配布に関するデータ標準

3 Data Management Platform
（データマネジメント基盤）

データ配布およびデータ利用アプリケーションへの統
合のためのテクノロジーおよび機能プラットフォームの
選択

4 Data Integration
（データ統合）

複数のソースからターゲットの宛先へのデータの統合
と調整、標準とベストプラクティス、入力時点でのデー
タ品質プロセス

5 Historical Data, Archiving and 
Retention （履歴ﾃﾞｰﾀ管理）

履歴データの管理、アーカイブ、保存の要件
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CMMI/DMM 1.1 プロセスエリア概要(4) 
⑥サポートプロセス群
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【補足】DMM ではCMMIの基盤プロセス群（例：ポリシー、トレーニング等）を組込むものとしている

⑥ Supporting Processes （サポートプロセス）

No. プロセス名 概要説明

1 Measurement and Analysis
（計測と分析）

データ管理プログラム内の各プロセス領域のメトリクス
および統計を確立して報告し、パフォーマンスのマイル
ストーンへの管理をサポートする

2 Process Management
（プロセス管理）

作成から終局面までの種まきとして、ポリシー、プロセス、
および標準の管理と実施を行う

3 Process Quality Assurance
（プロセス品質保証）

すべてのデータ管理プロセス領域における品質実行を
保証するための評価と監査

4 Risk Management
（リスク管理）

データ管理プログラムのビジネス上および技術上のリス
クの識別、分類、管理、および軽減

5 Configuration Management
（構成管理）

データ管理成果物および製品の完全性、ならびにリリー
スの管理の確立および維持
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CMMI/DMM(1.0) プロセスエリアの関連性の整理
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DMM(1.0)での本文内、各プロセスエリア間の関連性をまとめると以下のように表せる
サポートプロセスは、基本となるプロセスとして他の25プロセス（1-1 ～ 5-5）へ実務的に効果を与える共通項目
（但し、アセスメント評価実施の上では、独立に判定することを前提としている）

備考：
・DMMは2019年時点で
V1.1に更新されている。

－評価項目に関して、若干
の変更・追加があるが、プロ
セスエリアの関連性に関す
る変化はない。

2019/4
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CMMI/DMM(1.0) プロセスエリアの関連性グラフ図
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前ページDMM(1.0)でのプロセス関連性をグラフ図で表記すると以下のようになる

2019/4

備考：
・DMMは2019年時点で
V1.1に更新されている。

－評価項目に関して、若干
の変更・追加があるが、プロ
セスエリアの関連性に関す
る変化はない。

・プロセスエリア内に定義さ
れている評価項目数は、
合計400以上定義
（レベル1～5）

ここで
2プロセスエリア
同士の関連性
をデモで紹介
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●領域関連性を見ると、何が嬉しいのか？
－DMM データ品質と周辺要素との関連① ・・・ DM戦略との関係性
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CMMI/DMMでの「データ品質」プロセス各領域の位置付けを考える

DM戦略を踏まえた

データ品質管理戦略
作り

データ品質管理の戦
略基礎と実施対策
の検討手段

データ品質に関する
データ状態を評価し
対応策作りに繋ぐ

データ品質管理にお
ける品質向上のため
の主要施策の一つ

2019/7/18
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●領域関連性を見ると、何が嬉しいのか？（続き）
－DMM データ品質と周辺要素との関連② ・・・ データガバナンスとの関係性
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データ品質管理検討
手段にメタデータ情
報を利用する

データ品質評価のた
めにメタデータ情報
を利用する

データ品質荒城対策
のためにメタデータ
情報を利用する

CMMI/DMMでの「データ品質」プロセス各領域の位置付けを考える（続き）

2019/7/18
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●領域関連性を見ると、何が嬉しいのか？（続き）
－DMM データ品質と周辺要素との関連③ ・・・データオペレーションの関係性
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データソースを踏ま
えたデータ品質管理
を指向

データ品質施策として
データ要件、データプ
ロバイダ情報利用

データ要件を踏まえ
た、戦略・目標作り

CMMI/DMMでの「データ品質」プロセス各領域の位置付けを考える（続き）

2019/7/18

Eyes
Wide
Open

©2019,インフオラボ游悠、All Rights Reserved 43

●領域関連性を見ると、何が嬉しいのか？（続き）
-DMM データ品質と周辺要素との関連④ ・・・ 基盤とアーキテクチャの関係性

データ品質のための

基盤要件反映。アーキ
テクチャ、データ統合
施策の検討

アーキテクチャ情報

利用と、データ統合施
策への反映

CMMI/DMMでの「データ品質」プロセス各領域の位置付けを考える（続き）

2019/7/18
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実施

管理

定義確立

計測

最適化

DMMにおける成熟度のレベル ・・・ CMMIの他の成熟度モデルと共通の考え方を適用
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CMMIにおける DMM 成熟度レベル

・上のレベルに行く
ためには当該レベルで
規定されている項目評価
全てをクリアする必要が
ある（ドメイン毎）
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CMMI/DMM 能力と成熟度評価レベルの定義
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レベル 説明 考え方

1: Performed

（実施された）

プロセスは、 主にプロジェクトレベルでアドホックに実行される。事業領域全体に適
用されるプロセス領域はない。
プロセス規律は主に反応的である。 たとえば、データ品質に関しては、データ修復
に重点が置かれている。 根本的な改善はあるかもしれないが、改善はまだ組織内
で拡張されていないか、維持されていない。

データはプロジェクトの実施要
件として管理されている。

2: Managed

（管理された）

プロセスは方針に従って計画され、実行される。

制御された成果を生み出すのに十分なリソースを持っている熟練者を利用する。
関連する利害関係者を巻き込む。 関係者は、監視、管理、およびレビューされてい
る。 そしてそのプロセス記述への順守について評価される。

重要なインフラ資産として
データを管理することの重
要性が認識されている。

3: Defined

（定義された）

一連の標準プロセスが確立され、調整されながら改善され、予測可能な一貫性の
ある尺度が提供される。

特定のニーズを満たすためのプロセスは、組織のガイドラインに従って一連の標準
プロセスから調整される。

ミッションパフォーマンスを成
功させるために、データは組織
レベルで重要なものとして扱
われる。

4: Measured

（測定された）

管理され測定されたプロセスメトリクスが確立された。
差異を管理するための正式なプロセスがある。 品質とプロセス実績は統計的に理
解されており、プロセスの全期間にわたって管理されている。

データは競争上の優位性の
源として扱われる。

5: Optimized

（最適化して
いる）

プロセスパフォーマンスは、漸進的および革新的な改善を通じて継続的に改善さ
れている。
フィードバックは、プロセスの強化と事業の成長を促進するために使用される。 ベ
ストプラクティスは、同業者や業界と共有されている。

データは、活気があり競争
の激しい市場で生き残るた
めに不可欠であると考えら
れている。

出典： CMMI Institute ; Data Management Maturity Model Introduction  p.15(University of Ottawa,Dec.,2014)
を翻訳（中岡）。文字への赤色付けも中岡による。
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DMM アセスメント サマリ（例）
－サンプル組織を仮定して
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①ﾃﾞｰﾀﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ方略

②ﾃﾞｰﾀ
ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ

③ﾃﾞｰﾀ品質 ④ﾃﾞｰﾀｵﾍﾟ
ﾚｰｼｮﾝ

⑤ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
とｱｰｷﾃｸﾁｬ

⑥ｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛｾｽ

アセスメント実施結果サンプル
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【目次】
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1. データマネジメント成熟度アセスメントの概要とモデル比較

2. エンタープライズ・データマネジメント協議会（EDC） DCAM概要

3. CMMI DMM（V1.1） 概要

4. Dama DMBoK2 での成熟度モデル適用考え方（概要）

5. Abu Dhabi データマネジメント標準への成熟度モデル適用を考察してみる

6. データモデル成熟度評価の例（Hobermanによるモデル）

7. 補足情報 Gartner EIM、IBM Data Governance成熟度モデル
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データマネジメント知識体系ガイド(DMBOK 第2版）の内容構成（知識領域）
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DESIGN

&INTEROPERABILITY
MANAGEMENT

Chapt.4

Chapt.5

Chapt.3 Chapt.6
Chapt.7

Chapt.8
Chapt.9Chapt.10

Chapt.11

Chapt.12

Chapt.13

4章 データアーキテクチャ

5章 データモデリングと設計
（概念/論理/物理）

6章 データ蓄積
環境と運用

7章 データ
セキュリティ

8章 データ統合と
相互運用性

9章 文書と
コンテンツ管理

10章 リファレンス
＆マスタデータ

11章 DWHと
BI

12章 メタデータ管理

13章 データ品質

3章 データ
ガバナンス

1章 データマネジメント
2章 データ取扱倫理（倫理、個人情報）
14章 ビッグデータとデータサイエンス

15章 データマネジメント成熟度アセスメント
16章 データマネジメント組織と役割期待
17章 データマネジメントと変更管理
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出典： DMBoK2内説明図（P.59J）を元に補足（中岡）



Eyes
Wide
Open

【参考】 DMBOK2 歩き方マップ Ver. 1.8 （日本語版、英語版）
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ビジネス活動には、俯瞰的視点からの有機的な
「データマネジメント発想」が重要である

1.データガバナンス：
組織的なデータ取扱いに
関する仕掛けと運営管理

2.データアーキテクチャ：

構造設計と組立て方式

7.文書とコンテンツ：
データ資産と

ライフサイクル管理

3.データデザイン：
データ定義及び

共有手段

9.データウェアハウス&BI：
アクションと連携する

データ活用環境

10.メタデータ：
コンテキストの提供と

維持
12.データサイエンス：
データ分析と利用展開6.データ統合とI/F：

必要データの
統合方式

8.マスタとリファレンス：

ビジネスデータ
分類・意味の提供

5.データセキュリティ：
データ安全性の確保と

保護アプローチ

4.ストレージ：
データ保管と
日常的管理

11.データ品質：
信頼性向上の仕組み

と管理

©2020,インフオラボ游悠、All Rights Reserved

2019/8/11

出典： EDW2020ビデオパック講演資料（中岡）
を元に日本語化
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③-1 【補足】DMBoK2 データマネジメント歩き方マップから捉えるポイント
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12.データサイエンス：
データ分析と利用展開

1.データガバナンス：
組織的なデータ取扱い

に関する
仕掛けと運営管理

7.文書とコンテンツ：
データ資産と

ライフサイクル管理

4.データストレージと運営：
データ保管と日常的管理

2.データアーキテクチャ：

構造設計と組立て方式

10.メタデータ：
コンテキストの共有と維持

3.データモデル化と
デザイン： データ定義

および共有手段

9.データウェアハウス&BI：
アクションと連携する

データ活用環境

8.マスタとリファレンス：

ビジネスデータ分類・
意味の提供

５．データセキュリティ：
データ安全性の確保と

保護アプローチ

11.データ品質：
信頼性向上の
仕組みと管理

6.データ統合と結合I/F：
必要データの統合方式

データマネジメント
体系と実践

データマネジメント
体系と実践

インプットインプット

企業アーキテクチャ
(EA)戦略：ビジネス,IT,

アプリケーション,データ

ビジネス戦略：
目標、アクティビティ、方針、

活動計画 等

データ戦略：
対象データオブジェクト,
データドリブンな仕組み

ビジネスとの
整合性

アクティビティアクティビティ

2019/12/10

出典： EDW2020ビデオパック
講演資料（中岡）を元に日本語化

Eyes
Wide
Open

DMMのデータ品質プロセスアクティビティ評価要素と
DMBOK2のデータ品質管理アクティビティ対応の考察
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DMBOK2のデータ品質管理領域におけるアクティビティの説明は、DMM/1.1での

「データ品質」プロセス領域内に分類されている４つのサブ領域全体構成の構造
と類似していることが分る。

従って、DMBOK2のデータ品質管理知識エリアに相当する成熟度を考える場合には、
DMM側の４つのサブ領域全てを含める必要がある。
但し、DMM側の成熟度判定５段階と、DMBOK2側での成熟度判定段階は同一でない
ため、DMM側項目の適用(段階に関する当て嵌め）方法を検討する必要がある。

レベル１
初等／場当り的
(Initial/Ad hoc)

レベル２
反復可能

(Repeatable)

レベル３
定義実施
(Defined)

レベル４
管理状態
(Managed)

レベル５
最適化状態
(Optimized)

DMBOK2の成熟度
段階モデル例(図104)
-BOKでは評価項目未定義
-レベルステップ定義なし

実施された

管理された

定義された

測定された

最適化している

CMMI/DMM(V1.1)
成熟度判定５段階

-評価項目規定があり、
下位段階の項目は、
全て満たすことが前提
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DMBOK2： データマネジメントの成熟度の考え方
－評価段階の考え方（DMBOK２による例示）
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• ガバナンスがほと
んどない

• 限定的にツール
セットを利用

• 閉じ込められた範
囲での役割定義

• 統制に一貫性が
ない

• データ品質課題
が議論されない

• 新たにガバナンス
発生

• 一貫性のあるツー
ルセットを導入

• 役割やプロセス定
義が幾つか存在

• データ品質への
課題の影響が次
第に認知される

• データが組織の
成功要因の一つ
として捉えられる

• プロセスやツール
を計りに掛けられ
る

• 手作業の削減

• 情報出力時の
データ品質が予
測可能になる

• 中央化した計画
作りやガバナンス

• データに関係する
リスクを管理

• データマネジメント
の実効性尺度が
ある

• データ品質につい
ての改善が測定
可能である

• 高度に予測が可
能なプロセス群

• リスクの縮小

• データ品質やプロ
セス品質を管理す
るための尺度が、
適切に理解されて
いる

レベル１
初期／場当り的
(Initial/Ad hoc)

レベル２
反復可能

(Repeatable)

レベル３
定義実施
(Defined)

レベル４
管理状態
(Managed)

レベル５
最適化状態
(Optimized)

図 データマネジメントの成熟度モデル例 （DMBOK 2nd Figure 104） 赤文字箇所は、中岡による表記（翻訳も中岡版）

備考： この図には記載されていないが、レベル０は、能力不在（No Capability）として記述されている（p.534E）

出典：DMBOK 2nd.  P.535 を元に中岡訳
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成熟度のレベルと最終評価基準
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各知識領域の
カテゴリ アクティビティ、ツール、標準、人と資源 p.575J、535E
サブカテゴリ 戦略、ポリシー、標準、役割定義、 p.573J、534E

成熟度レベル 成熟度評価レベル最終評価基準

0 (能力が欠如した状態)
<前ページ未記載>

・データを管理するための組織化されたデータマネジメントの取組みや正式な企業プロセスがない
・このレベルの組織は希である。ここでは定義上の目的で設定している

1 (初期/場当たり的な状

態)
限られたツールセットを使
用した一般的なデータマ
ネジメント

・ガバナンスは低レベルか存在しない
・データ処理は少数の専門家に大きく依存する
・役割と責任は部門毎に定義されている
・各データオーナーは別々にデータを受取り、作成し、送る。
・統制が存在するとしても一貫していない。
・データマネジメントのためのソリューションは限られている
・データ品質の問題が至る所に見られるが対策は取られていない
・基盤のサポートは事業部門にとどまる
・上記の判断基準には、データ品質問題のログ化など、何らかのプロセス統制が含まれる

2 (反復可能な状態)
プロセスの実行をサポート
する一貫したツールと役割
の定義が加わる

・組織は一元化された共通ツールを使用し始め、データマネジメントの監視を強化する
・役割は明確化されており、プロセスは特定の専門家のみに依存しない
・データ品質の問題と概念は組織として意識されている
・マスタデータと参照データの概念が認識され始める
・上記の判断基準には職務明細書のように正式な役割定義があること、プロセス文書が存在すること、ツールセットを梃子にする能力があることが含まれる

3 (定義された状態)
データマネジメント能力が
進化してくる

・拡張可能なデータマネジメントプロセスの導入と制度化に加え、データマネジメントを組織的成功要因とする視点が見られる
・このレベルの特性には、組織全体である程度統制されたデータの複製、データ品質全体の総体的な向上、組織的なポリシー定義と統制が含まれる
・より正式なプロセスを定義することで、人手による介入が大幅に削減される
・これは一元化された設計プロセスと相まって、プロセスが生む結果がさらに予測可能になることを意味する
・上記の判断基準にはデータマネジメントポリシーの存在、拡張可能なプロセスの使用、一貫したデータモデルとシステム統制が含まれる

4 (管理された状態)
データ管理リスクの管理
が始まる

・データマネジメントには成果に対する評価尺度が含まれる
・デスクトップからIT基盤に至るまで、データメネジメント用の標準ツールが、体系化された集中管理計画とガバナンス機能に組合わされていることが特徴である
・このレベルは徹底したデータ監査などが行われ、データ品質と組織全体の能力が目に見えるほど向上する
・上記の判断基準にはプロジェクト成功に関連する評価尺度、システム運用の評価尺度、データ品質の評価尺度が含まれる

5 (最適化された状態)
継続的な改善に重点を置
いている

・ツールを使って複数プロセスにまたがるデータが見えるようになる
・不要な重複を防ぐためにデータの拡散は統制される
・十分理解された評価尺度を使ってデータ品質とプロセスが管理され測定される
・上記の判断基準には、変更管理の成果物とプロセス改善関連の評価尺度が含まれる
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評価項目判断基準（DMBoK2）
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どのレベルでも判断基準は、以下のようなスケールに沿って評価される
1- 始めていない
2- 実行している
3- 機能している
4- 有効である

DMBoK2のデータマネジメント知識領域の写像できるモデルを用いてアセスメントする際には、判断基準
は、コンテクスト図内のカテゴリに基づいて定式化できる（p.575J、p.535E）

カテゴリ 説明

アクティビティ ・アクティビティやプロセスはどの程度整備されているか ①
・効果的で効率的な実行基準が定められているか ②
・アクティビティはどの程度明確に定義され（③）、実行されているか ④
・ベストプラクティスの成果物は作成されているか ⑤

ツール ・アクティビティは、共通セットのツールでどの程度自動化されているか ①
・自動化に共通のツールセットが使われているか ②
・特定の役割と責任の範囲内で使われるツールのトレーニングが実施されているか ③
・必要な時にどこでもツールを利用できるか ③
・最も効果的で効率的な結果が得られるように最適化されているか ④
・将来の能力レベルを視野に入れた長期的IT計画はどの範囲で立案されているか ⑤

標準 ・アクティビティはどの程度まで標準化されているか ①、②
・標準がどの程度文書化されているか ③
・標準はガバナンスとチェンジマネジメントによって適用され支援されているか ④

人と資源 ・組織はアクティビティを実施するスタッフをどの程度揃えているか ②
・アクティビティを実行するためにはどのようなスキル、トレーニング、知識が必要か ③
・役割と責任はどの程度明確に定義されているか ③
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データマネジメント知識領域の立体的構成（3D ＋ Time）
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DG
DII

DA
CONT

DWBI

MDR

STR

MST DQ

META

DS

SEC

DM 全体戦略, 
ロードマップおよび統制環境

2020/05

出典： EDW2020ビデオパック 講演資料（中岡）を元に日本語化
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Abu Dhabi 政府 データマネジメント標準（V1.0）のデータマネジメントモデル考え方
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2.3 Scope
The Abu Dhabi Government Data Management Standards provide definition of both 
management and technically oriented control standards across 13 data management domains 
(Figure 2):

コメント
・資料にはDMBOK1（2010）を参考にしているとある
・上記のドメインは、Data Catalog, Open Data を除いて、DMBOK2にあるDMの知識エリア

と重なる（内容的には若干違いがありそう）。但し、以下の関連が想定できる。
－Data Catalogは、DMBOK2でのMetadata Managementと関連あり
－Open Dataは、DMBOK2でのDocuments and Contents Managementと関連あり
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The functional scope of this document extends beyond information technology in order to address the 
broader scope of data management. The disciplines shown above are interrelated and interdependent; 
however, there is an implied hierarchy within the Standards. Each box shown in figure 3 acts as an enabling 
wrapper for the boxes contained within, for example, Governance controls establish the governance 
checkpoint process used by all subsequent data management domains.
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Programme
The Abu Dhabi Data Management Standards are intended to support government Entities in implementing and embedding a Data 
Management Framework (see section 5). The breadth of the scope of the data management framework will require each Entity to 
develop a programme that is suitable to meet the requirements for compliance with the Standards, while meeting the continuing 
requirements of the Entity.
The principles of the Government Data Management Model (and its associated Controls and Specifications) have been developed so 
that required changes can be applied – where they exist – through established information systems programmes and projects.
Each Entity will need to mobilise a Data Management Programme to address the core principles of the Government Data 
Management Model.
Figure 4 illustrates the distribution of effort across the Government Data Management Model for the Data Management Programme
and the projects that follow. The Entity will need to begin at the top of the model and focus on implementing the necessary 
elements of the ‘Owned’ principle. This activity will encompass elements to support all of the subordinate principles, providing the 
operational framework that will ensure that future projects and programmes require less additional effort.
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DMBOK V2(2017)
でのDM知識領域⇒

By DAMA International

【参考】 What is Data Management ? 
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2017/10/19

DMBOK V1(2009)

●Abu Dhabi政府データマネ
ジメント標準（V1.0）が参照し
ているDMBok Ver.1のフレー
ムワークを参考に記す。
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①Abu Dhabi データマネジメント標準（V1.0）統制要素の関連概要図

データガバナンス(DC)

メタデータ管理(MD)

データカタログ(DC)

データ
モデリング(DM)

データセキュリティ
とプライバシー(DSP)

データ
ストレージ(DS)

データ
アーキテクチャ(DA)

リファレンス及び
マスタデータ管理(RM)

データ品質(DQ)

文書及び
コンテンツ管理(DCM)

DWH、BIとアナリティクス(DWBA)

データ統合と
相互接続性(DIO)

オープンデータ(OD)
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Abu Dhabi DM標準（V1.0）成熟度評価における時間軸の考慮（ロードマップ）
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Abu Dhabiデータマネジメント標準（V1.0）を元にしたDM成熟度評価の進め方と方針
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1. 目的と
方針の
確認

2. 成熟度
評価領域
の選定

3. 成熟度
評価基準
分類の
確認

4. 成熟度
分類毎の
評価項目

確認(※)

5. 領域毎
の成熟度
レベル
評価実施

6. 成熟度
評価の
まとめ

【評価作業実施手順】

【1】 目的と方針

（目的）
－1つのデータマネジメント環境の構築題材（ケース材料）として 「Abu Dhabi データマネジメント標準

（以下、AD-DMと略する）」を取り上げ、データマネジメント成熟度評価の試行をする。このDM標準
資料は、今後のDMプログラム構築計画として作成されたものであるが、これを記述内容が構築され
たものと想定して、それがどの段階レベルに該当するかを評価する形式を取る。

（方針）
－成熟度評価のフレームワークとしてDMBoK2の知識領域群を用いる。全領域を評価対象と

するには対象が広く、評価作業に時間が掛かると考えられるため、今回は幾つかの領域を
選定することを想定するのが妥当と考えられる。

※CMMI/DMM（V1.1)を利用する場合、
次ページの考え方を参照
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【補足】DMM主プロセス項目とDMBOK2知識領域の関連
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DMBOK2自体は知識領域に関する総体的な説明資料。
成熟度視点から、データマネジメント(DM)実践状況を把握しようとする、DMMの立場から見ると、
「必要時に知識領域を参照する関係」と捉えるのが妥当と考える（以下の図を参照）。

DMへの
実践的な
取組み状況
を査定する
評価軸
(CMMI式)

DMとは？

を知るための
知識領域群
(総体的)

DMMでは、
上記の知識を利用して実現される
実環境
を評価する。

2019/4/23
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Abu Dhabi DM標準（V1.0）成熟度評価をCMMI/DMM(Ver1.1)項目に当て嵌める考え方

66

①Abu Dhabi DM標準（V1.0）

③-1 DMBoK2成果物参照関係
(DM歩き方マップ V1.8)

③-2 DMBoK2章間参照関係（内部）

③DMBoK2知識体系

©2021,インフオラボ游悠、All Rights Reserved

②Abu Dhabi DM(V1.0)とDMBoK2
マッピング

④CMMI(DMM(V1.1)評価項目体系

ステップ２
領域と評価項目
写像

ステップ１
評価領域選定と写像

⑤CMMI/DMM(V1.1)とDMBoK2マッピング

ステップ３ CMMI/DMM評価項目を利用した評価
（但し、レベル評価方法は変更する）
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Abu Dhabi DM標準（V1.0）成熟度評価のCMMI/DMM(Ver1.1) 領域との対照まとめ一覧
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●Abu Dhabi DM標準（V1.0）領域に対しCMMI/DMMの成熟度評価項目プロセス領域を対照すると
以下表のように整理できる。実際に利用する項目は、評価レベル、適用分野によって変化する点に注意。
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CMMI/DMM(V1.1) 「データ品質」管理プロセス領域評価従項目の対照イメージ
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2019/12/1

3-1 データ
品質戦略

3-2 データ
プロファイ

リング

3-3 データ
品質査定

3-4 データ
クレンジング

考慮対象
一部あり

考慮対象
一部あり

考慮対象
一部あり

考慮対象
一部あり

項目判定後の
成熟度レベル
段階の認定

方法は見直し
が必要
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Data Modelingを評価する：データモデリング成熟度モデル（例）

# カテゴリ スコア計
(Max.)  A

モデル
スコア B

％ コメント

1 How well does the model capture the requirements ?
【要件完備性】モデルがどの程度、ビジネス要件を捉え表現できてているか？

15 ﾚﾋﾞｭｰｱ
評価値

B/A 評価説明や
ｱｸｼｮﾝ項目

2 How complete is the model ? （モデルの完全さの程度は？）
【完全性】要件対応の完全性（余分な内容を含めない）とメタデータ充足の完全性

15

3 How well does the model match its scheme ? （モデルがスキーマと適合しているか？）
【スキーマ適合性】モデルレベル(例：論理)と利用スキーマ(例：リレーショナル)の点からモデル
定義の適合度をレビューする

10

4 How structurally sound is the model ? （モデルが構造的に妥当に作られているか？）
【構造妥当性】モデルからDB構築に向けて、モデル規範に沿った問題無い構造か？

15

5 How well does the model leverage generic structures ? （モデルは汎用的構造を備えるか？）
【汎用構造性】モデルが汎用的構造を適切に利用しているか？

10

6 How well does the model follow naming standards ? （名称標準に従っているか？）
【名称標準準拠性】データモデルが、正しいかつ一貫性のある名称標準に従ったものか？

5

7 How well has the model been arranged for readability ? （モデルの読易さを備えているか？）
【モデル可読性】データモデルが理解し易いものとなっているかを確かめる（配置、関係線等）

5

8 How good are the definitions ? （定義情報が適切か？）
【定義適正性】定義類が明確で、完全で、正しいものかを確認する

10

9 How consistent is the model with the enterprise ? （企業のモデルと一貫性があるか？）
【EDM一貫性】企業データモデル(EDM)との観点で、一貫性のある構造を取り入れているか？

5

10 How well does the metadata match the data ? （メタデータが実データと合致しているか？）

【メタデータ適合性】取込まれる実際のデータ内容とデータモデルとメタデータで示される内容
とが矛盾したものとなっていないかを確認する、

10

総計 総合評価 100

●DMBoK2 5章 5.2データモデルを評価する方法の一例として説明されている“The Data Model Scorecard®”(Hoberman, 2015) を紹介。（日本語は、中岡による。
付加説明も同様）

【中岡コメント】
1. 少なくとも満たすべきスコア評価値（B欄）への期待値を付加すると良いのでは？ ・・・ 認定要件として捉え、利用する際の考え方として。
2. 実際に評価利用する場合の内容詳細は、Hobermanの解説資料（The Data Model Scorecard) を併せて確認する。
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【参考】 The Data Model Scorecard  (By S. Hoberman)
－Scorecard Validation Tool Version 1.0

https://stevehoberman.com/data-model-scorecard/ （2021年8月現在参照可能）

Q&A形式で、自分が作成したデータモデル、およびモデリング実施方法に関し、
自己評価するWebツール（無償）。2018年から提供されている。

Webページでは、150以上のルールがツールに埋め込まれていると説明
（2018/4/3時点で試したときに表示された質問数は、81問であった。質問は、その
問い掛けの意図を説明する文章と共に表示される）

ルール適用の評価結果が最後に5段階で表示される。

【結果表示例】 【スコアカード評価対象カテゴリ】
・正確性（Correctness）
・完全性（Completeness）
・スキーマ（Scheme）
・構造（Structure）
・抽象化（Abstruction）
・標準準拠（Standards）
・読み取り易さ（Readability）
・定義（Definitions）
・一貫性（Consistency）
・データ（Data）
（前ページ説明とほぼ同じ）

【対象モデル領域等】
・概念
・論理
・物理
・モデリング背景

Data Model Scorecard: Applying 
the Industry Standard on Data 
Model Quality（2015年9月）
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【参考】 データモデリングに関する参考書（S. Hoberman)
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●データモデリングの考え方については様々あるが、先のスコアカード評価での問い掛け項目や考え方は、Hoberman氏
の著書を読むと理解できる。

Data Modeler's Workbench 
2001/12/7 (第1版)

John Wiley & Sons
500ページ

ISBN-13 :  978-0471111757

Data Modeling Made 
Simple, 2nd Edition: A 
Practical Guide for 
Business and IT 
Professionals
(Take It With You Series)
（共著） 2009/8/18

244ページ
ISBN-13:  978-0977140060

Data Modeling Master Class Training 
Manual 9th Edition: 
Steve Hoberman’s Best Practices 
Approach to Understanding and 
Applying Fundamentals through 
Advanced Modeling Techniques
Technics Publications（第9版）
2020/1/1 272ページ

ISBN-13:  978-1634622110
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【参考補足1】 Gartner Information Management Maturity Model (2016)
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EIM
Program

Vision

Strategy

Metrics

Governance

Infrastruc
ture

Life Cycle
(Process)

Organization
Roles

(People)

図 Gartneｒ Information Management Maturity Model
のディメンション要素(以下資料に一部追記(中岡))

出典： “Gartner’s Enterorise Information Management Maturity Model”
Laney,  Gartner Research G00289832, March 2,2018

ﾚﾍﾞﾙ 段階 概要

ﾚﾍﾞﾙ
1

Aware
(認知)

・鍵となる課題や挑戦事項に概して気付いているが、EIMについての助
言をするには、予算、資源、リーダーシッップが不足(Gartnerが助言す
る企業のほぼ下位10%位に位置する)

ﾚﾍﾞﾙ
2

Reactive
(対応的)

・情報に関連した問題がビジネス上の損失となる、或いは競争力の欠
如として示されるまで待つというような業務中心型の対応的運営(対面
する企業のおよそ30%程度の企業に該当する)

ﾚﾍﾞﾙ
3

Proactive
(積極的)

・情報管理のある程度の領域で積極的になっており、企業としての活
動を始めている。幾つかのプログラムが運営され効果を上げる。しかし
プログラムや投資横断的には、整合性や弾みに欠ける。(情報関連の
能力という意味で、まだ主戦場に立っていない、約40%の企業組織に
該当する)

ﾚﾍﾞﾙ
4

Managing
(管理状態)

・情報管理への意志的な管理アプローチを取る。有用な人々、プロセス、
技術を用いて組織横断的レベルの調整に基づいている。(2つ以上のプ

ログラム横断的に情報を管理し弾みをつけており、業界で明らかなリー
ダーと位置付けられる、15%程度の企業組織に当たる)

ﾚﾍﾞﾙ
5

Optimized
(最適化した)

・情報を本当の企業資産として取得、管理、利用する、情報関連の優
位性を持つ企業として頻繁に引用されるモデル組織である。高い機能
性を持つ組織構造、最高の人材、主導的なアーキテクチャや技術を
持っている(このレベルに含まれる組織は少なく、世界的に見て上位の
5%よりもまだ少数程度に位置する)

出典： “Infonomics” Douglas B. Laney, Gartner Inc. 2018
pp.109-110 の説明を元に、要約（中岡）

表 EIM成熟度レベル概要

備考： 上記レベル判定の対象となる、各ディメンションの項目候補は、出典資料の以下の
部分に列挙されている。

Appendix A Information Maturity Challenges (pp. 297-302)
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【参考補足2】 IBM Data Governance Council Maturity Model (2013)
-Capability Areas
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出典： Review of Data Management Maturity Models   p.39(Alan McSweeney,(Oct. 23,2013))
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【参考補足3】 Generalised Information Management Lifecycle
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出典： Review of Data Management Maturity Models   p.30(Alan McSweeney,(Oct. 23,2013))

データ/情報のライフサイクル視点
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【参考補足2】 Mapping IBM Data Governance Council Maturity Model (2013) （続き）
to Information Lifecycle
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出典： Review of Data Management Maturity Models   p.38(Alan McSweeney,(Oct. 23,2013))
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【参考補足3】 Dimensions of Information Management Lifecycle （続き）
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出典： Review of Data Management Maturity Models   p.33(Alan McSweeney,(Oct. 23,2013))
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